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三行詩コンクール　　　　作品入賞 入選令和
５年度
令和
５年度
　令和５年度の日本PTA全国協議会（日P）「三行詩コンクール」で、福岡県PTA連合会（県
P）が選考した入賞・入選作品が決定しました。
　三行詩とは、三行程度で表現された短文のことで、テーマは「家庭で話そう！我が家の
ルール・家族のきずな・命の大切さ」。本年度も情景が思い浮かぶ生き生きとした作品が多
数寄せられました。どうぞゆっくりとご覧ください。
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～家庭で話そう！我が家のルール・家族のきずな・命の大切さ～～家庭で話そう！我が家のルール・家族のきずな・命の大切さ～
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　本校のPTA活動はコロナ禍の経験をとお
して新たに生まれ変わろうとしているところ
です。共働き家庭の多い地域でもあり、保
護者の小さな負担で、効果の上がる取り組
みを行い、運営していくことができるように
仕組みを構築しているところです。
　目指す姿としては、「学校や子どもたちの
ために個々ができる事を、できる範囲で行え
るPTA活動」です。この姿を実現するため
に、まずは他校のPTA活動を参考にしよう
と考え、宗像地区の中学校10校による情報
交換会（本校が担当校）では、「コロナ禍
の経験をとおして、これからのPTA活動をど
のように充実させていくか」ということを
テーマに、各校の活動を紹介し合いました
（＝写真）。
　今後はまず、個々の保護者の賛同を得な
がらできる範囲であいさつ運動を実施し、
PTAの存在感をアピールしていこうと考えて
いるところです。その個々の保護者の自走す
る動きが、新たな動きを生み出していくこと
ができる仕組みを作っています。コミュニ
ティ・スクールの活用も視野に入れながら、
自走する新たなPTA活動を目指していきま
す。

（河東中PTA会長　石田龍平）

　本校は、ゆったりとした遠賀川が流れる
自然豊かな町にあります。児童数143名、再
来年には統合され、本校は閉校します。
PTAの体系もそれに伴い変わるとは思いま
すが、今回は役員会で長年続いている「手
仕事」を紹介します。
　PTA役員で、入学式の数日前に新入生全
員の名前が入った立て看板を作ります（＝
写真）。看板は、入学式には校舎入り口に
立てられ、新入生を迎えます。入学式後は、
しばらく児童昇降口前の廊下に飾られるの
で、自然と平仮名とお友達の名前を覚えて
いきます。
　看板は、去年の名前(現２年生)の上から
白く上塗りして、そこに新入生の名前を重ね
て書きますので、この白地の下には、当然先
輩方のお子さんの名前が載っているというこ
とになります。私の子どもたちが入学した時
も名前が書かれており、その看板の前で写
真を撮りました。
　この活動は、小規模だからこそできる「手
仕事」です。統合すれば、児童数は増えます
が、子どもたちが安心してのびのびと学校生
活が送れるよう、伝統を守りつつ新しい風を
吹き込みながら精一杯取り組んでまいりま
す。    （小竹南小PTA会長　吉田麻由美）

「手作り看板」で歓迎
【北九州】小竹町立小竹南小学校

情報交換会で知恵を出し合いました 手作りの看板が新入生を迎えます

　糸田町立糸田小学校のある糸田町は福
岡県のほぼ中央、田川盆地の北西に位置す
る面積約８km²、人口１万人弱の町です。糸
田町は１小１中で、本校の全校児童数は
473名となっております。
　本校のPTA活動ですが、コロナ禍でここ
３年ほどほとんど活動ができていませんで
した。今年度ようやくコロナ禍以前のような
活動が計画できるようになり、PTA役員、
PTA学年委員および専門委員が中心となっ
て各取り組みを再開しているところです。
　しかし、３年以上のブランクは大きく、計
画を立てるのにも、当時の活動資料等を見
返しながら進めているところです。「こんな
ことしてたね」とか「これはどうだったかな」
などと過去を紐解きながらの取り組みづくり
となっています。
　新型コロナウイルス感染症の影響で止
まっていた糸田小学校PTA活動がようやく
動き始めました。PTAの皆さんと再度PTA
活動を盛り上げ、家庭・地域・学校が一体と
なって子どもたちを育てていきたいと思いま
す。

（糸田小PTA会長　仲島誠一）

PTA 活動、復活！
【筑豊】糸田町立糸田小学校

目指せ！自走するPTA
【福岡】宗像市立河東中学校

★

★

★

令和５年度
福岡県PTA連合会  子育て研修会

[講演] 「困らせる子どもは、困っている子どもです
　　　　　　　　　　　　　～地域で強みを活かす子育てサポート～」
[講師] 坂口 明夫 氏

（子ども家庭支援センターあまぎやまセンター長／児童養護施設 甘木山学園 支援部長）

11／8
（水）

※参加ご希望の方は県P事務局までご連絡ください。

https://forms.gle/36JTpEjUTJLTs72t9

お申し込みは
こちらから

●日時：令和５年11月８日（水）10：30～12：40
●会場：クローバープラザ内 クローバーホール（春日市原町３-１-７）

12：00～
13：00～13：50
14：00～15：00

15：15～16：45

受付
オープニングステージ
“新”家庭教育宣言実践発表（３校）
糸島市立長糸小学校／築上町立上城井小学校／
那珂川市立片縄小学校

基調講演

プ
ロ
グ
ラ
ム

令和６年２月23日（金・祝）13：00～

パピヨン24ガスホール（福岡市博多区千代1-17-1）

日時

場所

第３回 まなびのひろば
時を刻む 学びと交流 ～子どもたちのために協働的活動を～

福岡県PTA連合会

基調講演

お笑いコンビ TIM ゴルゴ松本 氏

テーマ：命の授業

Profile／1994年にレッド吉田とお笑いコンビ「TIM」を結成。「命」など漢字を体
で表現するギャグで人気を博す。2011年から少年院でボランティア講演の活動を
スタート。漢字の話、歴史の話など笑いを交えながら「命」「言葉」「人生」「日本人」を
テーマに魂のこもった熱い授業を展開し大きな反響を呼んでいる。2014年12月
に法務省東京矯正管区から表彰。2018年11月に法務省より特別支援官に任命。
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　築上町は、雄大な山林と波穏やかな周防
灘に面し、航空自衛隊築城基地の「航空
祭」は全国的にも有名です。そんな築上町
の中心に位置する築城中は、全校生徒180
名の小さな学校です。世の中を一変させた
「コロナ禍」を経験する中で、PTA活動に
おいても「安全・安心」がこれまで以上に大
切な視点になってきました。そこで築城中
PTAでは、昨年度から福岡県の「ながら防
犯推進活動」に参画しています。これは、
「日常生活の中に防犯の視点を取り入れ
て、周囲への目配り、子どもたちの見守りな
どを行う活動」です。「安全・安心」に寄与
するため、また、活動の意義を浸透させるた
め、本年度は「体育大会を参観しながら警
備（ながら警備）」をPTA活動として実践し
ました（＝写真）。幸い、混乱もなくスムーズ
な運営で体育大会は無事成功し、来年度は
「ながら警備」を増やそうという声もあがっ
ています。現在、学校運営協議会（CS）と
連携し、活動のあり方を模索しているところ
です。
　先を見通せない世の中ですが、PTAと地
域の皆さんとで一体となり、子どもたちの
「安全・安心」を支えていきたいと考えてい
ます。        （築城中PTA会長　勝藤博昭）

　新型コロナ感染症のため中止を強いられ
ていた中広川小学校の愛校作業が今年８
月に４年ぶりに実施されました。愛校作業
とは、夏休みの出校日に児童と保護者が学
校の清掃活動を行う恒例行事です。当日は
通学路の点検も兼ねているため、保護者と
児童が一緒に集団登校をします。子どもた
ちは何だか少し照れくさそうに、顔見知り程
度のお父さんたちはだいぶ気まずそうに、
列をなして登校している姿は何ともシュール
な光景です。作業内容は、児童が日常の掃
除の時間では手が出せないような作業を基
準に、PTA役員と学校とで選定します。
　最初は、我が子の掃除する姿が気になる
保護者ですが、次第に我が子には目もくれ
ず、床のくすみ取りに没頭します（＝写真）。
そんな親の姿を遠目に、友達とはしゃいで
いる子どもたち。コロナ前のPTA活動を感じ
られた気がします。
　愛校作業では、一般的な授業参観とは違
う子どもたちの一面を見ることができます。
また、渋々参加した保護者たちでも、帰りに
は妙な達成感に浸りながら下校する珍行事
です。本活動を通し、子どもたちには母校に
愛着をもってほしいと願います。
（広川町小中PTA連絡協議会 会長　黒田康裕）

　こんにちは！浮羽中学校PTAです。本校
PTAは「PTA活動が支えます。笑顔あふれ
る浮羽中！」をモットーに、子どもたちの活
動や学校と家庭・地域の連携を応援してい
ます。各学年委員会や専門委員会、とうちゃ
ん俱楽部や家庭教育学級等、さまざまなと
ころで活動しています。
　朝のあいさつ運動では、明るく元気な笑
顔と声で、私たち保護者の方が元気をもら
います。給食試食会や制服リサイクル事業
では、保護者の方からいつもうれしい感想
をいただきます。とうちゃん俱楽部の定期的
に行う奉仕作業や年末恒例の巨大門松つく
り（＝写真）では、子どもたちや先生方から
とても感謝されています。学校広報誌「まほ
ろば」には、これらの活動や子ども・保護者
の声を掲載し、浮羽町の全家庭に配布して
地域にもお知らせしています。
　この３年間、コロナ禍で活動がかなり制限
されましたが、その間に子どもたちの笑顔が
なくならないように、学校と協力しながら子
どもたちの教育活動をできる限り応援してき
ました。そして今、少しずつ通常がもどってき
ています。私たちはこれからも子どもたちの
笑顔があふれるように、浮羽中学校を支えて
いきます。 （浮羽中PTA会長　佐藤和徳）

親子一緒に愛校作業
【南筑後】広川町立中広川小学校

笑顔あふれる学校に！
【北筑後】うきは市立浮羽中学校

みんなで防犯応援隊
【京築】築上町立築城中学校

雪
が
舞
う
中
で
の
門
松
つ
く
り

PTAと地域で見守った体育大会 児童と保護者で一緒に愛校作業する様子

★

★

★

（TEL）0120-494-100

LINEの友達登録をすることで
相談を開始できます→

福岡県では、児童生徒がインターネットやスマホ
利用のトラブルで困っていることや不安に思って
いることを匿名で相談できるように「福岡県児童
生徒のためのネットトラブル相談窓口」を開設して
います。
県内の小学生、中学生、高校生が対象ですが、保
護者や教員の方からの相談にも対応します。
相談は無料で、ネット問題に詳しい専門の相談員
が親身に対応します。

（受付）月～金曜日の午後6時～9時

LINE、メールによる相談

電話相談（フリーダイヤル）による相談

（受付）月～金曜日の午後6時～9時

（メール）fukuoka@netsoudan.net

（メールの送信は24時間可能）
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山際千津枝
の ─ マングースの独り言 ─ Vol.118

食べるってなあに
　若者から教えられること多いです。
　おばさん…いえおばあさんの私はFBやInstagramに激しく投稿し
ています。それ自体、多少自分でもウザいとは思っていますがTVなど
に顔をさらす職業柄それも必要なのです。もちろんインスタ映えする
ようアプリなども駆使していますし、多少実物よりよく見えるように
盛ったりもしています。生活は生き生きと充実しているでしょ的な…
つまり「リア充」をアピールしている部分も、大いにあります。いい
ね！が増えるとうれしいですし。
　ところがこの「バエル」「盛る」「リア充」って、すでに若者たちあま
り使わないのですってね。「写メ」と同じくらい古いらしいです。
　その代わりに「チル」という言葉が流行っているようです（もうこの
原稿が掲載される頃には古びているかもですが）。「まったりする」
「のんびりする」という意味だそうです。「チルる」「チルってる」とい
うふうに使われるのだとか。英語のスラング「chill」「chill out」から
きていて「落ち着く」「リラックスする」という意味なのだそう。
　そんなに頑張らなくても、そんなに格好つけて見栄を張ると疲れ
るよと教えてもらった気がします。ありがとう…。でもね、バブルを経
験してしまった私たち世代は少し見栄を張る癖がついているのです。

だからもう少し頑張りますって…何を？
　見栄を張るって、決して良いことではありませんが、他者を意識する
ということでもあるのです。これを意識しすぎるのもどうかとも思いま
すが。希薄になりすぎるのは問題ではないでしょうか。伸びきったラン
ニングシャツに短パンとスリッパ、それで繁華街を歩く。それいいの？
　昨日駅の細い通路で男性とすれ違いざまに、少し肩が触れまし
た。その瞬間相手の口から「sorry」が。「ごめんなさい」とか「ちょっ
と失礼」の意味だと思います。格好いいです。日本男性でなかったの
が少し残念。
　雨の日、たくさんの荷物を持ってタクシー乗り場に並んでいまし
た。前にはタトゥーを入れた屈強な男性が３人、外国のスポーツ選
手のようです。「荷物持とうか」私が笑顔で「ノーサンキュー」と返す
と「では僕たちの前に行って」と順番を譲ってくれました。これも日本
人でなくて残念。
　駅のコンコースなどで携帯を見ながら直進してくる人。よろよろしな
がら身をかわすのはこちらの方。気を張らずにのんびり生きる大賛成で
す。でも外に出て他者を意識しない、気を遣わないとは違うのです。
　外では多少の緊張と気配り、ある意味での見栄張りお願いしますね。

やまぎわ・ちづえ
食をコミュニケーションツールと考えている料理研究家。その他エッセイスト・テレビ
ラジオのコメンテーター。現在は博多阪急デパートにおいて地下食品販売部アドバイザー
を務める。

「映える」「盛る」「リア充」ってもう古いらしい
バ エ ル

保護者の　　 を届けました！
県に陳情書を提出

参加
レポ
ート

参加
レポ
ート

◎重点項目に通学路の安全対策推進

声
　県Pでは毎年、県に「小・中学生の青少年健全育成とPTA活動
の振興等に関する陳情書」を提出しています。本年度も9月4日
に松尾和昭会長らが県教育庁を訪れました。陳情書は、各単位
PTAへのアンケートや、研修会などで出た保護者の声などから
総務委員会が作成しています。本年度の要望内容は以下の通り
です（一部抜粋）。
　県からの回答は11月の陳情対談会で予定して
います。

　「変化の時代に向け、PTA自身が学びの変革を！
～見つけ 考え 変わろうや ぶち楽しいで！！～広島か
ら全国へ」を大会スローガンに、８月25日は8分科
会、26日は全体会が開催されました。
　第２分科会では、すべての子どもたちの豊かな
学びを実現するために、「『不登校の子どもの気持
ち』から考える、周囲の大人にできること」と題した
基調講演を聞きました。不登校の理解と対応の出
発点は「子どもの今の気持ちから考えること」、不
登校の子は困った子ではなく、困っている子なん
だと、そして親も辛いんだと、その上で親や周囲の
大人にできることをお話しいただきました。
　全体会の、「心のトリセツ～『逃げ癖』を『意欲』に
変える脳科学～」では、とっさの思考回路には2種
類のタイプがあるということ、対話の奥義などを、
脳科学の立場からお話しいただきました。今回の
学びを、私のできることにつなぎ、これからも前向
きにPTA活動を楽しみたいと思いました。

（副会長　香月まゆみ）

日本PTA全国研究大会
第71回

広島大会

アトラクションに講演、分科会と充実の２日間

・通学路周辺の安全対策に関する相談窓口の周知や、
情報公開の徹底をはかってほしい。
・県で策定されている「通学路安全プログラム」につい
て、分かりやすく情報公開してほしい。

児童生徒の命と
健康を守る安全対策

・小学校における定数欠や、中学校における教科欠につ
いて早急な解消を。
・それとともに、いじめなどさまざまな課題解決に向けた
適正な教員配置を求める。
・昨年から引き続き重点要望として、中学校の「部活動の
地域移行」について県としてどのように進めるのか、十
分な周知を求める。

教育の充実を図る教職員配置

・タブレットの利用環境について、地域間、学校間格差が
生じないよう調査や対策を求める。
・すべての市町村において速やかな耐震化の完了を。

教育環境の整備

いじめ、不登校、虐待、危険ドラッグ等薬物乱用、性の多様
性などについて、スクールカウンセラーの設置や地域・警
察との連携に努めてほしい。

生徒指導の充実

・教育の充実・強化に向け、福岡県PTA連合会の事業お
よび施策への支援を求める。
・PTA活動に携わる保護者が働く企業への働きかけを求
める。

PTA 活動の振興

コミュニティ・スクール導入促進事業について、広く周知さ
れるよう工夫してほしい。

その他

Everyone's Voice

★陳情書全文はHPよりご覧いただけます

▲
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